
最近、手芸にはまり、休日は家にこもってち
まちまと小物を作っています。下手の横好き
でよく失敗しますが、完成したときは達成感
があり、作業中は無心になれるので良い気分
転換になっています。

旅先で食べたジビエ料理があまりにもおいし
くて、ジビエ熱が高まっています。いちおし
は鹿肉です。

大島 優果
議事部議案課庶務第二係長
（平成26年入局）

衆議院の意思を伝える仕事

　私の所属する議事部議案課では、内閣や議員から提出される議案（法律案や予算等）の受理、
その議案の審査を行う委員会への付託、議案の修正、本会議で議決した議案の参議院への送付
等といった国会での議案の取扱いに関する一連の事務を所管しています。
　議案課の業務全体を通して見ると、法律案が国会に提出されてから成立して法律となるまで
の流れを追うことができますが、その中で私は主に議案の送付等を担当しています。議案の多
くは衆議院の本会議で議決されると参議院へ送付されることになります。このとき、議決内容
などを記した送付文と共に議案の原本を参議院へ持参することが私の仕事の一つです。また、
議案に限らず内閣総理大臣の指名や臨時会の会期などについての議決があったときも、その内
容を参議院や内閣をはじめとする関係機関へ通知するため文書を持参します。送付や通知の文
書には議長の公印が押されており、これらの文書を相手に渡すことが衆議院で決定した事項を
正式に伝えることを意味するので、通知の文書や議案原本を持ち、送付等に向かうときは毎回
気が引き締まります。
　上で挙げたとおり議案課内だけでも色々な業務がありますが、衆議院事務局全体となるとそ
の仕事は多岐に及んでいて、それぞれの部署で様々な経験を積むことができます。異動する度
に全く異なる業務に携わることになるので日々の勉強の必要性を感じますが、その一方で幅広
い業務に携わる中で自分では気付かなかった特技に気付いたり、思わぬ知識が役に立ったりす
る面白さもあります。衆議院事務局の仕事に少しでも興味を持っていただければ幸いです。

佐野 倫子
委員部第四課課長補佐（安全保障委員会担当）
（平成16年入局）

論戦の現場で

　国会の委員会の様子は、ニュース映像等でご覧になったことがある方も多いかもしれません。
委員会を開会するかどうかは、与野党の理事の協議を踏まえ、委員長が決定します。その際、
日時、議題、議事の進め方、時間配分といった細部も含めて与野党間で合意ができていなけれ
ば、スムーズに開会できません。委員部は、与野党双方とやり取りし、それぞれが判断に必要
な情報を提供するなどして、こうした協議の進展をサポートします。この間、政府や各会派等
の関係者とのコミュニケーションも欠かせません。私が委員部で勤務するのは新人時代と現在
で二度目ですが、資料作成や連絡業務を主に担っていた若手職員の頃とは立場が変わり、委員
長や理事等に直接説明したり、関係者と調整したりする役割が中心になりました。どのタイミ
ングで、何を、どう説明すればいいか試行錯誤の連続で、調整の末、協議がまとまったときは、
少しほっとできる瞬間です。その後、気持ちを切り替え、協議結果に沿った議事が行われるよ
う準備を整え、委員会当日は委員長の議事運営を補佐します。
　委員会の現場で初めて仕事をした時のことを思い返すと、当時の緊張感がよみがえります。
経験を重ねたおかげか、今では、多少図太くなったかもしれませんが、それでも委員会は毎回
決して同じように進まず、気は抜けません。委員会が無事に散会したときの、安堵感と達成感
が入り混じったような感覚は、今も変わりません。熱い論戦を目前にしながら業務に当たるの
は独特の経験で、現場でしか感じられない空気があると思います。少しでも、そうした現場に
立ち合いたいと関心を持っていただけたなら、ためらわずに衆議院事務局の門をたたいてくだ
さい。
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ラーメン二郎好きのいわゆるジロリアンで、
レベルの高い合格点を超える一杯を求め、直
系、インスパイア系問わず食べに行きます。
また、アニメの聖地巡礼を兼ねて各地を訪れ
るのも楽しみの一つです。

20年来の推しのバンドの大阪遠征に子供も
一緒に参戦してくれるようになり、とても感
慨深いです‼家族の誕生日に合わせて行って
いる近場旅行が、慌ただしい日々の中の楽し
みの１つになっています。

松島 健太
調査局農林水産調査室調査員
（平成24年入局）

国会の議論を内容面から支える

　農林水産委員会では、食料自給率の向上、スマート農業、農林水産物・食品の輸出力強化、
家畜防疫対策、農山漁村の活性化、林業・水産業の成長産業化など、農林水産政策全般に関す
る幅広い議論が行われています。
　私が所属する農林水産調査室では、議員等の依頼に応じた調査・レクをはじめ、提出法律案
の参考資料作成、附帯決議の原案作成、予備的調査事務など、農林水産委員会における審査に
ついて内容面からのサポートを行っています。
　当室には10名程度の調査員が在籍していますが、所管事項が多岐にわたることから、各調
査員が複数分野を担当しています。私の場合、政策一般、農地制度、農協・金融、農村振興、
米政策、漁業を担当しており、業界紙に目を通すなど日々の情報収集が欠かせません。また、
若手調査員が調査から議員等への説明までを任されることも度々あります。議員相手となると
特に緊張感が求められますが、レク内容が委員会質疑で使用されれば会議録として残りますし、
時に新聞記事で取り上げられることもあり、責任感とやりがいを持って業務に取り組むことが
できると思います。
　国会開会中には業務が立て込むこともありますが、基本的には、期限等を考慮しながら「今
日は予定があるから早く帰ろう！」「今日はガッツリ作業を進めるぞ！」と、メリハリをつけ
て自分のペースで仕事を進めることができます。また、各種休暇も取得しやすいことから、ワー
クライフバランスを実現しやすい職場であると思います。
　議員による政策形成の現場に関わることのできる調査局で皆さんと共にお仕事ができる日を
楽しみにしております。

君野 祥子
調査局文部科学調査室調査員
（平成20年入局）

誇りとやりがいを持てる仕事

　私が所属する文部科学調査室では、主に文部科学委員会に提出される法案に関する資料作成
や、議員からの調査依頼への対応を行っています。また、所管事項に関係する話題について、
議員に対する情報提供を主眼とした資料を作成しているほか、委員会での質疑の内容をまとめ
た「委員会ニュース」等の作成も行っています。
　文部科学調査室は幅広い分野を所管しており、教育、文化、スポーツ、科学など多岐にわた
ります。議員からの調査依頼も、「今日のお昼までに○○関係の資料を集めて説明しに来て！」
といった迅速性・即応力を求められるものから、「●●にかかる教育費の試算をしてほしい」
といった専門性・緻密さが求められるものまで様々です（どれも正確さが第一であることは言
うまでもありません）。そのため、基本的・専門的な知識の習得はもとより、日頃から様々な
文献・新聞・ウェブサイトに目を通したり、政府の審議会を傍聴したり、有識者を招いて勉強
会を行うなどして幅広く情報や資料を収集し、整理しておく必要があります。また、それを議
員等に対して分かりやすく、論理的に説明する力も求められます。プレッシャーもありますが、
議員に提供した情報が委員会での議論に反映されるなど、成果が目に見える形で表れたときに
は充実感もあり、国会での議論を裏で支えているという誇りとやりがいを持って仕事に取り組
んでいます。
　また、衆議院事務局は、ワークライフバランスの面でも非常に魅力的な職場です。私は現在
２人の育児中ですが、様々な両立支援制度を駆使するのみならず、周りの方々のあたたかい理
解・協力のおかげで責任ある仕事ができることに、日々感謝しています。
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